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平成19年 度 　口頭発表一覧

脳と進化グループ
層

発表研究者名 会議名 ・テーマ 開催日 開催地 発表タイ トル
.

Watanabe,S,

&Emerv.N J

30th International

Congress of Ethalogy,

2007

818

タル八ウジー大

学 力ナダ

           艸

Avian social cogrntion, CJo_btrds
think about their minds? (sym-

possum)

Watanabe S CNRS
2007

Pans
Avian hippocampus and spatial

715 memory-comparative analysis一

渡辺茂
日本動物心理学会

第67回 大会

2007

108

早稲田大学
東京

比較認知科学と比較神経解剖学の統
合(会 長講演)

渡辺茂
言語科学会

第9回 年次国際大会

2007

78

宮城学院女子大

学 仙台
自己認知の起源(講演)

篠塚一貴
渡辺茂

日本動物心理学会

第67回 大会
2007

早稲田大学

東京

コン ビク トシク リッ ドの親行動にお

けるバソ トシンの役割

後藤和宏 友永雅己
伊村知子

第71回 日本心理学会 2007
東洋大学

東京

視覚的文脈付加による特徴の創発性
の種間比較(ポ スター発表)

後藤和宏 ・友永雅己
伊村知子 ・渡辺茂

日本動物心理学会

第67回 大会
2007

早稲田大学

東京

視寛的文脈付加による特徴の創発性
の種間比較(目 演)   .

Yamamoto E Differential activation s in the

Someya Y Society of Neuroscience 200711 San Diego early and whole periods of bio一

Ogawa S and 2007Prog#7376 03-07 USA logical motion perception

Watanabe S (ポスター発表)

山本絵里子
渡辺茂

第12回 認知神経科学会
2007

旧7
福岡

動作と動作名詞に闘与する脳部位の
検討 NIRS研 究 (ポスター発衰)

石津智大 綾部友亮

小嶋祥三

Neuroscience meeting

2007

2007

1116
サ ンティエコ

An investigation of the neural
basis in recognition of human

body an MEG study

石津智大 綾部友亮
小嶋祥三

日本心理学会

第71回 大会

2007

913
稟京

身体豫認知の神経機構一脳磁場計測
による研究

115th

石津智大 菅村玄二
高瀬弘樹

Annual Convention of the

American Psychological

2007

818

サ ンフ ラン シス

コ

A postural feedback effect as

measured by near-infrared

Associatio
spectroscopy

坂上貴之 丹野糞行
日本基礎心理学会
第26凹 大会

2007

129

上智大学
菓票

並:立VRVIス ケ ジュール にお ける最

適化への感度の検討

坂上貴之 大丸徹也
日本基礎心理字会
第26回 大会

2007

129

上智大字

東京
訓練時ての選択肢の組み合わせがテ
ス ト時ての選択行動に及ぼす効果

坂上貴之 増田 真也 日本心理学会 2007 東洋大学 事象が同暁に多数呈示されたときの
広田すみれ 第71園 大会 920 菓京 割合の判断

坂上貴之 増田真也

広田すみれ

日本心理学会

第71回 大会

2007

920

東洋大学

東京
競合分割効果のBDM法 による測定

坂上寳之 原田隆史 日本心理学会 2007, 東洋大学 パチスロ機のケーム状況刺激が反応

大森貴秀 ・山田浩史 第71回 大会 920 東京 潜時に及ぼす効築

坂上貴之 宮岡麻耶
日本行動分析字会
第25回 大会

2007

85

立教大学
埼玉

ハ トにおける固定比率連鎖スケジュ
ールての強化後およひ比率前休止へ

の強化子の大きさの効果

石坂上貴之 八賀洋介
日本行動分析学会

第25回 大会

2007

$,4
立教大学
埼玉

連検定パーセンタイル基準による分

化強化効果の検討    。,
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梅田聡 寺澤悠理
黒崎芳子 村上健一

宮原保之 加藤元一郎
鹿島晴雄

梅田 聡 ・寺澤悠理

梅田聡 山岡香央

梅田聡

梅田聡

辻井麟 山本絵里
子 渡辺茂

山口理恵 山本絵里

子 辻井岳雄 渡辺

辻井播雄 ・山本絵里
子 渡辺茂

入來 篤史 小川昭利

山崎由美子 上野賢一

Kang Cheng

入來篤史,日原さやか,

藤井直敬

入來 篤史

Dilshat Abla

藤井 直敬 工藤紀子

日原 さやか 岡ノ谷一夫

入來篤史,田 岡三希,

小脇久幸

入來篤史 田中美智雄
小島久幸 日原さやか

田岡三希

入 來 篤史 ・山 崎 由美 子

鈴 木 研 太 稲 田正 幸

岡ノ 谷一 夫

Inka A,

Yamazaki Y

Ueno K

Cheng K

and Ogawa A

[nKi A,

Hfha掲, S,

anck Fujii N

日本高次脳機能障害学会
第31回 大会

日本心理学会

第71回 大会

日本心理学会

第71回 大会

第7回精神疾患と認知機能

研究会

日本高次脳機能障害学会
第31回 大会

第12回 認知神経科学会

第12回 認知神経科字会

東京都耳鼻咽喉科医会

第30回 日本 神経 科学 会 大

会(Neuro2007)

第30回 日本 神経 科学 会 大

会(Neuro2007)

第30回 日本 神経 科学 会 大

会(Neuro2007)

第30回 日本神 経 科学 会 大

会(Neuro2007)

第30回Eヨ 本神 経 科学 会大

会(Neuro2007)

第67回 日本動物心理学会
年次大会

37th Annual Meeting of

Society for

Neuroscience

37th Annual Meeting of

Society for

Neurosaence

200711

20079

20079

20071]

200711

20077

20077

2008窪

20079

20079

20079

2007J

20079

200710

200711

2 0711

和歌山大学

栗洋大学

東洋大学

海還クラブ

東京

和歌山大学

九州大学

九州大学

京王 プラザrt T

ル

横浜

浜基苗
ハ

率

横浜

横浜

横浜

東京

San Diego

San Diego

前頭葉損傷が他者の心的状態の理解

に及ぼす影響一自律神経反応を用い
た検討一

状況を手がかりとした他者の心的状
態の予測と認知週程一行動指標と自

律神経反応指標からの検討一

視覚探索における注意のコントロー
ルに関する実験的検討

感情と社会性の認知神経科学『脳

心一身体の調和

感情と社会性の認知神経科学 前頭
葉内側部の機能を中心に

小児の作動記憶遂行中の前頭前野賦

活に及ぼす抗ヒスタミン薬の効果
近赤外分光を用いた検討

ピアノの暗譜演奏と脳の賦活

抗ヒスタミン薬の投与が脳血流羅に

及ぼす影響 光トポグラフィを用い
た測定

非論理的推論を可能にする人間の認

知八イアスの脳活動

頭頂葉の社会環境適応的神経活動表
現

香道における聞香期間中の推論過程
と前頭前野機能

聴覚皮質ニュー[コンの音反応性にみ
られる環境刺激による変調

手指と口の運動中に発火するニホン
サル第二体性感覚野ニューロン

系列反応時間を指標としたジュウシ
マツの系列行勤とその構造の分析

Role of intrapanetal and pre-

frontal cortices in illogical

inference specific to humans

Actor and action recognlt】on引n

premotor and panetaf cortex
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Kang Cheng・

第30回 日本神経科学会大

会(Neuro2007)
2007.9 横浜

非論理的推論を可能にする人間の認
知バイアスの脳活動

げ .          ∫ ...∵=ミ.晶..

雌抽美芋
日本認知科学会 .
第24回 大会.

2007:9 東京.
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山暗由美子 ・鈴木 研太

稲田正幸 ・入來篤史

岡ノ谷一夫

第67回 日本動物心理学会
年次大会

2007.10 東京
系列反応時間を指標としたジュウシ
マツの系列行動とその構造の分析.

∵∵ 良.こ.・ウ=...'.=・.、

山暗由芙子          .
第67回 日本動物心理学会
年次大会自由集会

12007.10 東京 .      ヒ

サル脳にヒト認知進化め要素適程を
           .....ぐ. 二..
再現する.       ...r.一..

Yumiko Yamazaki,

Akitoshi Ogawa, 37th Annual Meeting of Role of intraparietal and pre一

Kenichi Ueno, Society for 2007.11 San Diego frontal cortices in illogical

Kang Cheng, Neuroscience inference specific to humans

and Atsushi Iriki

.右井拓
'.管佐原洋..

.(歪画〉
.1..

日本行動分析学会
.第25回年次大会. .

2007.

8.4

立教大学.〈新

座キヤンパス)       .

禰 の淋1を制爾 る・績 駒
.行動指標を用いた応用技法φ紹i鳶と

基礎硫究がらの提言・.. 着 嘱、、

Ish�, T.,

&Sakagami, T.

The 2007 international

conference of

Association for

Behavior Analysis

2007.

8.13
シ ドニ ー

Effects of the number of

required responses on win-
shift/lose-stay preformances

in a concurrent-chains proce-
dure.

石井拓 卜井垣竹晴.
倉田敬子}:1.大森貴秀

日本心理学会

第71回 大会:.

2007.

9.18

.東洋大学 ..c白

仙キャンパス)..1竄ｷ影響..

           ・'「乱=.

描 翻 の制限がマンガ鰐 欝 尽

、  .=..} .

石井拓
日本 心理学 会

第71回 大会

2007.

9.19

東 洋 大 学(白

山キャンパス)

計時と選択の統合的理解へ向かう理

論的試みの現状と実験的検討

石井拓 檎 田敬子
井垣竹晴 ・:.大森貴秀 ・

.日本心理学傘 .
纂ブ1・回大会.

..2007. .、      ㌃.

..:.J:2(ゴ     .
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遺伝と発達グループ
発表研究者名 会議名 ・テーマ 開催日 開催地 発表タイ トル

菅佐原洋 て企源お:よび

話題提 供)、、、

僧本行動分析学会

第25回 年次大会
2007.8.4:.,

.立教大崇

憐 轡 ヤンパ
読み書き指導における流暢牲詣導

菅佐原洋 ・山本淳一
日本子ども学会第4回 子ど
も学会議(学術集会)

2007.

9.15-16
東京

T学 習 困 難 を も つ 子 ど も た ち へ の 包

括 的 支 援 プ ロ グ ラ ム 「Applied

Learning SGienoe」 の 展 開 一

Sugasawara, H:," The Effect of 1-raining for

Fukushlma'・F鰹K

ubo, N.,

Niraishi, H.,._

Y白 照mo之o,」,,

.粕te船a面 陰'al引Mi:nd,

・Brain , and、 旺d蘇 δ毎:tﾎQp

Societゾ0ア ∫7

200?.

11.3

F�tWorth,TX

USA.

Student with Learning

Difficulties on Nemfldynamic

Changes・{n the Posterior

&M龝ataka N. Temporal Lobe.

敷 島 千 鶴 ・山 形 伸 二

平 石 界 ・安 藤 寿 康

大 野 裕

Jenae.M.Neiderhiser

日本双生児研究学会

第22回 学術講演会

2008.

蓬.27
大阪大学

親の養育は子どもの環境か 日本と
スウェーデンの双生児を用いた行動

遺伝学比較研究一

敷島千鶴 ・野中浩一

出 形伸:二・高 橋雄介 、

尾騎畢謙 ・安藤爵籏

 日本双生児研究学会

、1第221学 術講演会 ・

2008.

1.27
大阪大学

首都 圏にお ける隻 団べ 」スの双子横

懸調査(T�CroS$)、

敷島千鶴 ・平石 界 人間行動進化学研究会第9 2007. 総合研究大学院公共財ゲームにおける個人差の遺伝
安藤寿康 回研究発表会 12.8-9 大学 環境分析

、'一橋 大学国瞭 共同研究 セン 2007: 社会的態度個人蓋に寄与する選伝と

敷豊午鶴 、、:タ瓢 ギ契約」 研究 プ自ジ 土 11.30 一橋大学 環境一行動遷1伝学麟アツロ晶チを用
汐 ・卜第2Q研 究会/ いて一 く招待講演)訴

敷島千鶴 ・平石 界

安藤寿康

日本心理学会

第71回 大会

2007.

9.18-20
東洋大学

公共財ゲームにおける遺伝と環境の

効果

篠 澤Q子 二、 >1本 動獅 欝 会
.∴第6徊 釆会、

2007.

10.6:
早稲闘大学 幼児が形成する社会、

藤澤啓子 ・安藤寿康
日本子ども学会

第4回学術集会

2007,

9.15-16.
慶應義塾大学

母親の育児ストレスが子どもの認知
発達と情動調整の発達に及ぼす影響

(ポスター発表)

母親の育児 ス トレスが乳児 のii忍知発

藤灘 茎予,・燦 藤寿穣/
日本発遷心理学会_

第19回 大会      .、

2008.

3.19-21'
追手門学院大学

達 に及 ぼ す 影 響:i8ヶ 月 齢 時 と

24ヶ 月齢時における比較か ら

(ポスター発表 予定)

Keiko K. Fujisawa,
Shinji Yamagata,

Koken Ozaki,

Yusuke Takahashi.
&Juko Ando

International Society on

Infant Studies,

2008.

3.27-29.

Vancouver, .

Canada

Effect of parenting stress on

cognitive development:Atwin

study

(ポ ス タ ー 発 表 予 定)
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言語と認知
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Research in Memory
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ヒトの記憶に対するあやまった確信

舘瑞恵 ・伊東裕司 日本心理学会
2007.

9.20
東京

はどこからくるか?:記 憶における

確信度と正確さの関係性を決定付け
る諸要因

日根恭子 ・撰東裕司        肖 法と心理学会

    」

200ア 、.

10.1 …,

       」
       げ
      げ

札嘱  一

入物岡定判断における認知的構えに
よる金体的情報と部分的購報の利用

可能性の検討                肖
げ

舘瑞恵 ・伊東裕司 法と心理学会
2007.

10.13
札幌 裁判員の目撃情報信頼性判断

肖

肖
肖

伊粟裕司 ・三浦大志

薩川奈々し山崎優子
仲翼紀子

法と心理学会    げ 」

2007.

io,74
札幌

裁判鼻の判断に被魯入の職業 ・経歴
   h

などの構報が及ぼす影響:認 鶴欲求
との関連.

Two modes of processing in

Yuji Itoh
Tsukuba International

Conference on Memory
2008.3 つ くば

non-verbal memory:Verbal

overshadowing and other phe一

nomena

大津由紀雄
慶應義塾嘉語文化覇究厭紀

要

2008.3

出版予定
唐須教光小学校英語教育論窺判

Masayuki Komachi,

Monou, Tomoko,

and Yukio Otsu

The Japanese Society
for Language Sciences

Ninth Annual International

Conference[JSLS 2007]

2007.

7.7

Miyagi Gakuin

Wemen' s

University

A  Processing  Study  of
Japanese Unaccusatives

Komachi, Masayuki

The(ninth Tokyo Cc}nずe筏 ∋nce

on Psycholinguisties [TﾇP

2008]

2008.

3.15
   」

Keio

University

       巾

Parasi=tio G舊s=from a Gross-

Lingui$tic PerspeOtine

採 択 決 定

Saji, N., Saalbach..
H.,Imai, M, Zhang,
Y.,Shu, H.,&

Okada, H

Paper presented at the
12th International

Conference on the
Processing of East
Asia Related

Languages(PEARL).

2007,

12.28

National

Cheng Kung

University:

Tainan.

Taiwan

Learning verbs as a system:

How Child children learn rela-

tions among carry/hold verbs

肖

佐治伸郎

今 井むつみ

Henrik Saarach

日本認知雷語学会第8回 大
会

2007.

923

競縢大学      配

鯨
語彙獲得における動詞の使い分i才に
関する研究:中 国諾のr持 つ」系動
   げ

Pu1を事例 と して
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Tsuda, N.,

Saalbach,回.&Imai,

M

Paper presented at the

12th Internat瀰nal    /

Conference on the
                 了

Processing of East

Asia Related
Languages(PEARL).

   」

2007..一      「   げ     二

12.29

Natlonal  一    げ

Cheng Kung

University,
       肖     げ     ゴ 阜    -

Taいanl一
げT瀛

vvan

了

             P肖

The _dnffuence of language
   げ 巾 「肖 「 げ

$賞uc七Ure on ca電egoriza匂on:「A
 尉'肖

cross-ling�itc study of carry-

ing/holding events

今 井 む つ み ・津 田 尚

明 ・Henrik

Saalbach

日本認知科学会

第24回 大会

2007.

9.3

成城大学
東京

動作イベントのカテゴリ化における

言語構造の違いが及ぼす思考への影
響

Paper presented at the
 げ」     亭

」   罰 「
            げ  げ
             巾    耐ヒ耐

Imai,(vl., Schalk, L.,

&SaaibaQh. N
『. ・肖

.13th European

Conference on                  げ

Developmental

2007.

.8.22

Jena,

Germany

Tha拍f}uence of grammatical

gender on children' s concep-

tual representation of animals

Psychology

IPaper presented at the

Imai, M.&

Saalbach, H

13th European

Conference on

Developmental

2007.

8.23

Jena,

Germany

The role of labels in children'

sinductive reasoning

Psychology

Ima�, M.,Haryu, E.,          肖

Okade, H.;Kajikawa,
       h

S,&Saalbach, H

foster presented at
        罰

Bi・eR「rial Meeting of

Soc沿tyずor Research in

C勃i1αD6veめpment

200フ ♂
げ

4.1

BO5tDC1,

Massachuse

tts 肖

Ga$e-marking and_argument一
  げヒ内

number dilemma in chil(=「ren

learning an argument drｩpp�g

languag� in 由 ず駻ri、ng novel      「h

verb meanings
 ,

Haryu, E., Imai, M.,

Okada, H.&

Kajikawa, S

Poster presented at

Biennial Meeting of

Society for Research in

Child Development

2007,

4.1

Boston,

Massachuse

tts

How Japanese children assign

thematic roles to nouns in a

transitive sentence:From

case-marking particles to word

order
            肖           肖
        耐 肖

今跡むつみ 理数系教貰指導力向上研修
              ,

2007.罰

12.18'

埼董県立蕨筒
校,膝玉

認知学習諭からみたよりよい学びと
は

今井むつみ
2007.

12.5

学芸大学付属
世田谷小学校、

東京

認知学習論から考えるよりよい学び
と教育実践

今#む つみ
     「了   げ

藥 京 コミ::Lニテ ィス クール

公開講座

20[37.

11.11

セ シ オ ン杉 並 、

稟京

認知学習論的視点から探る、             h"探究型学習 の教育効粟

今井むつみ E-learning Conference
2007.

8.2

東京 ビッグサイ

ト,東 京

学 び の 認 知 メ 力 ニ ズ ム とE-learn-

ingへ の 示 唆
げ

   肖

12thIntemational
   肖

巾 National
げ げ

     耐

Imai, M.

Conference O自the

Proces$ing{=〕f匠ast    げ

Asia Related

2DO7.

12.29

Cheng Kung

University,

Tainan,

Influence of cla$sifiiers on can-

e駱tual structure in children
and adults

Languages(PEARL} Taiwan肖

Early acquisition of nouns and

Imai, M

Sixteenth International

Conference of Infant
2008.

3.8

Westin Hotel,

Vancouver, .

verbs:the role of universal

conceptual constraints, word

Studies Canada learning biases and syntactic
cues 発表予定(招 待)

.
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心の解明に向けての統合的方法論構築

論理 ・情 報グルー プ

発表研究者名 会議名 ・テーマ 開催日 開催地 発表タイ トル

岡田光弘 科学哲学会
第40園 大会

2007.

11.10

中央大学多摩キ

ヤンパス

ロジックの動的転Q?… 線形論理の

観点から

岡田光弘
Global COE Symposium
  i`

on  Rational animal,

irrational human"

2008.2
慶應義塾大学
三田キャンパス

Logic, Logicality and

Logicability一 一一Towards univer-

sal structure of situated log一

ics一 一一

岡田光弘
First Interdisc�linary

Ontlogy Meeting,
2008.

2.26.27

慶應義塾大学
三田キヤンパス

Marriage of new and old
aspects of logic

小川芳範 s駑inaire"philmath"
2007.

12.17

Universit�
Paris I
(IHPST)

Being  Finite  and  Being
Mechanical:Gdel's Remarks
       -

on Turing

小灘芳範
論理学、計算機科学、数学
史に関する学際集会

2008.

2.12
慶應義塾大学

What Arithmetiza
tion for?

哲学 ・文化人類学グループ
発表研究者名 会議名 ・テーマ 開催日 開催地 発表タイトル

飯田 隆 Alex Oren$tein講 演 会
2008.

a.2

E]本大学

文理学部

Prof, Orenstein on Empty
Nam駸

馬場鉄兵 日本哲学会
2008.

5.17-18
広島大学

バ ーク リーの観念 説はロ ックの観念

説 を修正 した立場 なの だろうか

馬場鉄兵
The XX鍾1Norld

Congress of Philosophy

2008.

7.30-8.5

Seoul

National

University

Is Berkeley`s view of ideas a

di$iortion af Locke's?

福田敦史
MIPS(三 田哲 学会 哲 学 ・

倫理学部門)

2007.

10.27

慶應義塾大学
三田校舎 想起と自我

"O
n good terms with

the world:Virtue, rea一

村井忠康

son, and realityゾ

「慶應義 塾 大 学 グo一 バ ル

COEギ 論 理 と感 性 の 先端 的

2008.

3.6
慶應義塾大学

℃nMcDQwell膠s↑wo

ConcePtions of Experience"

教育拠点形成」主催シンポ
ジウム

田子山和歌子 ライ プニッツ学会

2008.

3.13

(予定)

学習院大学
方法の単純性と結果の多様性一 ライ

プニ ッツとマルプランシュー

AComparative purvey on the

Toyama Koiehi,

Naito Masato

Global COE sympo-
sium"Logic of Shadow"

2008.

1.11

Keio

Un�ersity

Rendering of Sha臚 and

Shadauv in Painting. Edo

Per�d Japan and ItaLian E三arly

Renaissance

前田富士男

DARCフ ォーラムin日

吉(文 部科学省ORC整 備事

業)

2007.

10.11

慶應義塾大学

日吉構内

「ア ー ト ・ア ー カ イ ヴ と ア ー キ ヴ ィ

ス トとキ ュ レー タ」
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h こ箭惣 夢多移三賜 お
:

前E確 ヨ甥 擾   '

・樋 携とそ・の:可能倒 摂摩鷹

 義摯蓉学学累振興資金 「菱
、禰 館レ三樽 糊鯨 選 書館問で

20Qス1㌘

rrr

・慶應義塾大学

三緬構内

〆穣 術制作糊:ζ おける:轍 索ギアート節アーカイヴの資料とTジ タ

 ル化J.,

野のヂジタル7「一力イブ相互 運用の実践的研究士
、

シンポジ ウム 「デ ジタル映

像 アーカ イブズの可 能性
一 大 学 ミ ュ ー ジ ア ム=ア ー

カ イ ブ ズ を 考 え る」」、駿

前田富士男
河台 大学 「大学 ミュー ジア

ム=ア ー カイプズを考え る」

2008.

3.15

慶應義塾大学
三田構内

「ア ー カ イ ヴ ・ア ー と ア ー ト ・ア ー

カ イ ヴ」

シンポジ ウム実行 委員会 ・

慶應義塾大学デジタルメデ
イア ・コンテ ンツ統合研究

機構

内藤正h' 賞第十二匡掴 際浮盤絵犬会1㍑
・ご2007

.'

Ii.i8
荘鉢 女子大単.

・下幻め師買英入一岡山誕生寺蔵 『安

藤夫人劇 をめぐる考察」

Japanese Aesthetic

Consciousness and the Logic

Masashi OISHI
XVIIth   International

Congress of Aesthetics

2007.

7.7

Ankara

in Turkey

of<Field>:An explanation of
<mono-no-aware>[sympathy
with things]through the
dynamic psychic structure of

relation and reversal.

大石昌史 西日讐掌会第五醸年次大会
20Q7:::㌻

72レ

;i協:大 学'/:(埼蓋 県草加帯)
相関ど友転 一 意識φ志向/再 帰

性を鷺じた場所的論理の解萌

Junko Kitanaka

American

Anthropological

Association

2007.12
Washington

DC

The gendering of depression

and the discourse on overwork
suicide in Japan

49


